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EtherChannelの設定

この章では、Catalyst 3750スイッチのレイヤ 2およびレイヤ 3ポートに EtherChannelを設定する方

法について説明します。EtherChannel は、スイッチ、ルータ、サーバ間にフォールトトレラントな

高速リンクを提供します。EtherChannelを使用して配線クローゼットとデータ センタ間の帯域幅を

拡張したり、ボトルネックが発生しやすいネットワーク内の任意の場所に EtherChannelを配置する

ことができます。EtherChannel には、残りのリンク間で負荷を再分配し、リンク切断から自動的に

回復する機能があります。リンクに障害が発生した場合、EtherChannel は仲介なしに、障害のある

リンクからチャネル内の残りのリンクにトラフィックをリダイレクトします。特に明記しないかぎ

り、スイッチという用語はスタンドアロン スイッチおよびスイッチ スタックを意味します。

（注） この章で使用されるコマンドの構文および使用方法の詳細については、このリリースのコマンド リ
ファレンスを参照してください。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• EtherChannelの概要（p.30-2）

• EtherChannelの設定（p.30-10）

• EtherChannel、PAgP、および LACPステータスの表示（p.30-22）



第 30章     EtherChannelの設定
EtherChannelの概要

30-2
Catalyst 3750 スイッチ ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド

78-15164-04-J

EtherChannelの概要
ここでは、EtherChannelの機能について説明します。

• EtherChannelの概要（p.30-2）

• ポート チャネル インターフェイス（p.30-4）

• PAgP（p.30-5）

• LACP（p.30-6）

• ロードバランシングおよび転送方式（p.30-8）

• EtherChannelおよびスイッチ スタック（p.30-9）

EtherChannelの概要

EtherChannelは、単一の論理リンクにバンドルされた個々のファスト イーサネットまたはギガビッ

ト イーサネット リンクで構成されます（図 30-1を参照）。

図 30-1 EtherChannelの一般的な構成

EtherChannel は、スイッチ間またはスイッチとホスト間に、最大 800 Mbps（Fast EtherChannel）ま

たは最大 8 Gbps（Gigabit EtherChannel）の全二重帯域幅を提供します。

各 EtherChannelには、最大 8つの（設定に互換性のある）イーサネット ポートを含めることができ

ます。各 EtherChannel内のすべてのポートは、レイヤ 2またはレイヤ 3ポートのいずれかとして設

定する必要があります。Catalyst 3750スイッチの EtherChannel数は、最大で 12です。詳細について

は、「EtherChannel 設定時の注意事項」（p.30-11）を参照してください。EtherChannel レイヤ 3 ポー

トは、ルーテッド ポートで構成されます。ルーテッド ポートは、no switchport インターフェイス
コンフィギュレーション コマンドを使用してレイヤ 3モードに設定された物理ポートです。詳細に

ついては、第 11章「インターフェイス特性の設定」を参照してください。
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EtherChannelはスタンドアロン スイッチ、スタック内の単一スイッチ、またはスタック内の複数の

スイッチ（別名 Cross-Stack EtherChannel）上に作成できます（図 30-2および図 30-3を参照）。

EtherChannel 内のリンクで障害が発生すると、障害リンク上でそれまで伝送されていたトラフィッ

クがその EtherChannel内の残りのリンクに切り替えられます。障害時には、スイッチ、EtherChannel、

障害リンクを特定するトラップが送信されます。EtherChannelの 1つのリンクに着信したブロード

キャストおよびマルチキャスト パケットが、EtherChannelの別のリンクに戻されることはありませ

ん。

図 30-2 単一スイッチ EtherChannel

図 30-3 Cross-Stack EtherChannel
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ポート チャネル インターフェイス

EtherChannelを作成すると、ポート チャネル論理インターフェイスも作成されます。

• レイヤ 2ポートの場合は、channel-groupインターフェイス コンフィギュレーション コマンド
を使用して、ポート チャネル論理インターフェイスを動的に作成します。

また、interface port-channel port-channel-numberグローバル コンフィギュレーション コマンド
を使用して、ポート チャネル論理インターフェイスを手動で作成することもできます。ただ
し、その場合、論理インターフェイスを物理ポートにバインドするには、channel-group
channel-group-number コマンドを使用する必要があります。channel-group-number は
port-channel-number と同じ値に設定したり、新しい値を使用することができます。新しい値を
使用すると、channel-groupコマンドによって新しいポート チャネルが動的に作成されます。

• レイヤ 3 ポートの場合は、interface port-channel グローバル コンフィギュレーション コマン
ド、およびそのあとに no switchportインターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使
用して、論理インターフェイスを手動で作成する必要があります。その後、channel-group イ
ンターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して、手動で EtherChannelにインター
フェイスを割り当てます。

レイヤ 2およびレイヤ 3ポートのいずれの場合も、channel-groupコマンドを実行すると、物理ポー
トと論理インターフェイスがバインドされます（図 30-4を参照）。

各 EtherChannel には 1 ～ 12 番のポート チャネル論理インターフェイスがあります。このポート

チャネル インターフェイス番号は、channel-groupインターフェイス コンフィギュレーション コマ

ンドで指定された番号に対応します。

図 30-4 物理ポート、論理ポート チャネル、およびチャネル グループの関係

EtherChannelを設定したあとに、ポート チャネル インターフェイスの設定を変更すると、そのポー

ト チャネル インターフェイスに割り当てられたすべての物理ポートの設定も変更されます。物理

ポートの設定を変更した場合は、設定を適用したポートだけが影響を受けます。EtherChannel のす

べてのポートのパラメータを変更するには、コンフィギュレーション コマンドをポート チャネル

インターフェイスに適用します。たとえば、スパニングツリー コマンドまたはレイヤ 2 EtherChannel

をトランクとして設定するコマンドなどです。
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PAgP

Port Aggregation Protocol（PAgP; ポート集約プロトコル）はシスコ独自のプロトコルで、シスコ製

スイッチと、PAgP に対応するためにライセンスを得たベンダーが認可したスイッチのみで動作し

ます。PAgP を使用すると、イーサネット ポート間で PAgP パケットを交換することにより、

EtherChannelを自動的に作成できます。PAgPを使用できるのは、単一スイッチ EtherChannel構成の

場合のみです。Cross-Stack EtherChannel の場合は、PAgP をイネーブルにできません。詳細につい

ては、「EtherChannel設定時の注意事項」（p.30-11）を参照してください。

スイッチ スタックは PAgP を使用することによって、PAgPをサポートできるパートナーの識別情

報、および各ポートの機能を学習します。次に、設定が類似している（スタック内の単一のスイッ

チ上の）ポートを、単一の論理リンク（チャネルまたは集約ポート）に動的にグループ化します。

設定が類似しているポートをグループ化する場合の基準は、ハードウェア、管理、およびポート パ

ラメータ制約です。たとえば、速度、デュプレックス モード、ネイティブ VLAN、VLAN範囲、ト

ランキング ステータスおよびタイプが同じであるポートが PAgPによってグループ化されます。リ

ンクが EtherChannelにグループ化されたあと、グループは PAgPによって単一のスイッチ ポートと

してスパニングツリーに追加されます。

PAgPモード

表 30-1に、channel-groupインターフェイス コンフィギュレーション コマンドでユーザが設定でき

る EtherChannel PAgPモードを示します。

スイッチ ポートは、autoまたはdesirableモードに設定されたパートナー ポートとのみ PAgPパケッ

トを交換します。onモードに設定されたポートは、PAgPパケットを交換しません。

autoおよび desirableモードの場合、ポートはパートナー ポートとネゴシエーションを行い、一定

の基準に従って EtherChannelを形成できるかどうかを判別します。その基準とは、ポート速度、（レ

イヤ 2 EtherChannelの場合）トランキング ステート、VLAN番号などです。

ポート間で PAgPモードが異なっていても、モードに互換性があれば EtherChannelを形成すること

ができます。次に例を示します。

• desirableモードのポートは、desirableまたは autoモードの別のポートと EtherChannel を形成
できます。

• autoモードのポートは、desirableモードの別のポートと EtherChannelを形成できます。

auto モードのポートは、auto モードの別のポートとは EtherChannel を形成できません。どちらの

ポートも、PAgPネゴシエーションを開始しないためです。

表 30-1 EtherChannel PAgPモード

モード 説明

auto ポートをパッシブ ネゴシエーション ステートにします。このステートの場合、

ポートは受信したPAgPパケットに応答しますが、PAgPパケット ネゴシエーショ

ンを開始しません。この設定では、PAgPパケットの伝送が最小化されます。

desirable ポートをアクティブ ネゴシエーション ステートにします。このステートの場合、

ポートは PAgPパケットを送信し、他のポートとのネゴシエーションを開始しま

す。

on PAgPや LACPを使用せずに、ポートを強制的にチャネル化します。onモードで
は、on モードのポート グループが on モードの別のポート グループに接続され

ている場合のみ、EtherChannel を使用することが可能となります。この設定は、

EtherChannelメンバーがスイッチ スタック（Cross-Stack EtherChannel）内の別の

スイッチに属している場合のみサポートされます。
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ポート チャネルに追加された on モードのポートは、チャネル内の既存の on モードのポートと同
じ特性を持つように強制的に変更されます。

注意 モードを onに設定（手動設定）するときは注意が必要です。onモードに設定されているすべての
ポートは、同じグループにバンドルされ、強制的に同じ特性を持つように変更されます。グループ

の設定を間違えると、パケットが失われたり、スパニングツリー ループが発生することがありま
す。

PAgP機能を持つパートナーにスイッチが接続されている場合は、non-silentキーワードを使用して、
非サイレント動作を行うようにスイッチ ポートを設定できます。autoまたは desirableモードの場
合は、non-silentを指定しないとサイレント モードになります。

PAgP機能を備えていない、または備えていてもパケット送信量がわずかしかないデバイスにスイッ

チが接続されている場合は、サイレント モードを使用します。サイレント パートナーの例として

は、トラフィックを生成しないファイル サーバやパケット アナライザがあります。この場合、サ

イレント パートナーに接続された物理ポート上で PAgPを稼働させると、このスイッチ ポートが動

作しなくなります。ただし、サイレント設定を使用すると、PAgPが動作したり、チャネル グルー

プにポートを接続したり、ポートを伝送に使用したりすることができます。

PAgPと他の機能との相互作用

Dynamic Trunking Protocol（DTP）および Cisco Discovery Protocol（CDP）は、EtherChannel の物理

ポートを使用してパケットを送受信します。トランク ポートは、番号が最小の VLAN 上で PAgP

Protocol Data Unit（PDU;プロトコル データ ユニット）を送受信します。

レイヤ 2 EtherChannel では、チャネル内で最初に起動するポートが EtherChannelに MACアドレス

を提供します。このポートがバンドルから削除されると、バンドル内の他のポートの 1 つが

EtherChannelにMACアドレスを提供します。レイヤ 3 EtherChannelの場合は、（interface port-channel
グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用して）インターフェイスが作成された直後に、

スタック マスターからMACアドレスが割り当てられます。

PAgPは、autoまたは desirableモードに設定され、PAgPがイネーブルである稼働状態のポートから

のみ PAgP PDUを送受信します。

LACP

LACPは IEEE 802.3adで定義されていて、シスコ製スイッチは IEEE 802.3adプロトコルに準拠する

スイッチ間のイーサネット チャネルを管理できます。LACPを使用すると、イーサネット ポート間

で LACP パケットを交換することにより、EtherChannel を自動的に作成できます。LACP を使用で

きるのは、単一スイッチ EtherChannel構成の場合のみです。Cross-Stack EtherChannelの場合は LACP

をイネーブルにできません。詳細については、「EtherChannel設定時の注意事項」（p.30-11）を参照

してください。

スイッチ スタックは LACPを使用することによって、LACPをサポートできるパートナーの識別情

報、および各ポートの機能を学習します。次に、設定が類似している（スタック内の単一のスイッ

チ上の）ポートを、単一の論理リンク（チャネルまたは集約ポート）に動的にグループ化します。

設定が類似しているポートをグループ化する場合の基準は、ハードウェア、管理、およびポート パ

ラメータ制約です。たとえば、速度、デュプレックス モード、ネイティブ VLAN、VLAN範囲、ト
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ランキング ステータスおよびタイプが同じであるポートが LACPによってグループ化されます。リ

ンクが EtherChannelにグループ化されたあと、グループは LACPによって単一のスイッチ ポートと

してスパニングツリーに追加されます。

LACPモード

表 30-2に、channel-groupインターフェイス コンフィギュレーション コマンドで使用するユーザ設

定可能な EtherChannel LACPモードを示します。

active および passive LACPモードの場合、ポートはパートナー ポートとネゴシエーションを行い、

一定の基準に従って EtherChannelを形成できるかどうかを判別します。その基準とは、ポート速度、

（レイヤ 2 EtherChannelの場合）トランキング ステート、VLAN番号などです。

ポート間で LACPモードが異なっていても、モードに互換性があれば EtherChannelを形成できます。

次に例を示します。

• active モードのポートは、active または passive モードの別のポートと EtherChannelを形成でき
ます。

• passive モードのポートは、passive モードの別のポートとは EtherChannel を形成することがで
きません。どちらのポートも、LACPネゴシエーションを開始しないためです。

LACPと他の機能との相互作用

DTPおよび CDPは、EtherChannelの物理ポートを経由してパケットを送受信します。トランク ポー

トは、番号が最も小さい VLAN上で LACP PDUを送受信します。

レイヤ 2 EtherChannel では、チャネル内で最初に起動するポートが EtherChannelに MACアドレス

を提供します。このポートがバンドルから削除されると、バンドル内の他のポートの 1 つが

EtherChannelにMACアドレスを提供します。レイヤ 3 EtherChannelの場合は、interface port-channel
グローバル コンフィギュレーション コマンドを使用してインターフェイスが作成された直後に、

スタック マスターからMACアドレスが割り当てられます。

LACPは、activeまたは passive モードに設定され、LACPがイネーブルである稼働状態のポートか

らのみ LACP PDUを送受信します。

表 30-2 EtherChannel LACPモード

モード 説明

active ポートをアクティブ ネゴシエーション ステートにします。このステートの場合、

ポートは LACPパケットを送信し、他のポートとのネゴシエーションを開始しま

す。

passive ポートをパッシブ ネゴシエーション ステートにします。このステートの場合、

ポートは受信した LACP パケットに応答しますが、LACP パケット ネゴシエー

ションを開始しません。この設定では、LACPパケットの伝送が最小化されます。

on PAgPや LACPを使用せずに、ポートを強制的にチャネル化します。onモードで
は、on モードのポート グループが on モードの別のポート グループに接続され

ている場合のみ、EtherChannel を使用することが可能となります。この設定は、

EtherChannelメンバーがスイッチ スタック（Cross-Stack EtherChannel）内の別の

スイッチに属している場合のみサポートされます。
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ロードバランシングおよび転送方式

EtherChannelは、フレーム内のアドレスに基づいて形成されたバイナリ パターンを部分的に縮小し、

チャネル内の 1 つのリンクを選択する数値にすることによって、チャネル内のリンク間でトラ

フィックの負荷を分散させます。EtherChannelのロードバランシングには、MAC アドレスや IP ア

ドレス、送信元アドレスや宛先アドレス、または送信元と宛先の両方のアドレスを使用できます。

選択したモードは、スイッチ上で設定されているすべての EtherChannelに適用されます。ロードバ

ランシングおよび転送方法を設定するには、port-channel load-balanceグローバル コンフィギュレー

ション コマンドを使用します。

送信元 MAC アドレス転送の場合、EtherChannel に転送されたパケットは、着信パケットの送信元

MACアドレスに基づいてチャネル ポート間で分配されます。したがって、ロードバランシングを

行うために、異なるホストからのパケットにはチャネル内の別のポート、同じホストからのパケッ

トにはチャネル内の同じポートが使用されます。

宛先 MAC アドレス転送の場合、EtherChannel に転送されたパケットは、着信パケットに指定され

ている宛先ホストのMACアドレスに基づいてチャネル ポート間で分配されます。したがって、同

じ宛先へのパケットは同じポートを経由して転送され、異なる宛先へのパケットはチャネル内の別

のポートを経由して送信されます。

送信元 /宛先MACアドレス転送の場合、EtherChannelに転送されたパケットは、送信元および宛先

の両方の MAC アドレスに基づいてチャネル ポート間で分配されます。この転送方式は、送信元

MACアドレス転送方式と宛先MACアドレス転送方式の負荷分散を組み合わせたものです。特定の

スイッチに対して送信元 MAC アドレス転送と宛先 MAC アドレス転送のいずれが適切であるかが

不明な場合に使用できます。送信元 /宛先 MACアドレス転送の場合、ホスト Aからホスト B、ホ

スト Aからホスト C、およびホスト Cからホスト Bに送信されるパケットは、それぞれ異なるチャ

ネル ポートを使用できます。

送信元 IPアドレスベース転送の場合、EtherChannelに転送されたパケットは、着信パケットの送信

元 IP アドレスに基づいて EtherChannel ポート間で分配されます。したがって、ロードバランシン

グを行うために、異なる IPアドレスからのパケットにはチャネル内の別のポート、同じ IPアドレ

スからのパケットにはチャネル内の同じポートが使用されます。

宛先 IPアドレスベース転送の場合、EtherChannelに転送されたパケットは、着信パケットの宛先 IP

アドレスに基づいて EtherChannelポート間で分配されます。したがって、ロードバランシングを行

うために、同じ送信元 IPアドレスから異なる宛先 IPアドレスに送信されるパケットは異なるチャ

ネル ポートに送信される場合があります。ただし、異なる送信元 IPアドレスから同じ宛先 IPアド

レスに送信されるパケットは、常に同じチャネル ポートに送信されます。

送信元 /宛先 IPアドレスベース転送の場合、EtherChannelに転送されたパケットは、着信パケット

の送信元および宛先の両方の IP アドレスに基づいて EtherChannel ポート間で分配されます。この

転送方式は、送信元 IPアドレスベース転送方式と宛先 IPアドレスベース転送方式を組み合わせた

ものです。特定のスイッチに対して送信元 IPアドレスベース転送と宛先 IPアドレスベース転送の

いずれが適切であるかが不明な場合に使用できます。この方式では、IPアドレス Aから IPアドレ

ス Bに、IPアドレス Aから IPアドレス Cに、および IPアドレス Cから IPアドレス Bに送信され

るパケットは、それぞれ異なるチャネル ポートを使用できます。

ロードバランシング方式ごとに利点が異なります。ロードバランシング方式は、ネットワーク内の

スイッチの位置、および負荷分散が必要なトラフィックの種類に基づいて選択する必要がありま

す。図 30-5では、4台のワークステーションで構成された EtherChannelがルータと通信しています。

ルータは単一の MACアドレスを持つデバイスであるため、スイッチ EtherChannelで送信元ベース

転送を行うことにより、ルータが使用できる全帯域をスイッチが使用するようになります。ルータ

は、宛先ベース転送を行うように設定されます。このように設定すると、多数のワークステーショ

ンで、ルータ EtherChannelからのトラフィックが均等に分散されることが保証されるためです。
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設定には最も柔軟なオプションを使用してください。たとえば、チャネル上のトラフィックが単一

MACアドレスを宛先とする場合、宛先MACアドレスを使用すると、チャネル内の同じリンクが常

に選択されます。送信元アドレスまたは IP アドレスを使用した方が、ロードバランシングの効率

がよくなることがあります。

図 30-5 負荷分散および転送方法

EtherChannelおよびスイッチ スタック

EtherChannel に参加しているポートを持つスタック メンバーに障害が発生するか、またはこのス

タック メンバーがスタックから脱退すると、スタック マスターはこのスタック メンバーのスイッ

チ ポートを EtherChannel から削除します。EtherChannel 内にポートが残っている場合、これらの

ポートは引き続き接続された状態です。

既存のスタックにスイッチが追加されると、新しいスイッチはスタック マスターから実行コンフィ

ギュレーションを受信し、EtherChannel 関連のスタック設定を使用して自身の設定を更新します。

スタック メンバーは動作情報（動作中のポート リスト、およびチャネル メンバーであるポートの

リスト）も受信します。

EtherChannelが設定された 2つのスタックを結合すると、セルフループ ポートになります。スパニ

ングツリーはこの状況を検出して、適宜に対応します。権利を獲得したスイッチ スタックでは PAgP

または LACP設定が変更されませんが、権利を獲得しなかったスイッチ スタックでは、スタックの

再起動後に PAgPまたは LACP設定が失われます。

スタック マスターに障害が発生するか、スタックから脱退した場合、新しいスタック マスターが

選択されます。EtherChannel の帯域幅が変更されない限り、スパニングツリーの再コンバージェン

スは発生しません。新しいスタック マスターにより、スタック メンバーの設定とスタック マスター

の設定が同期されます。EtherChannel が古いスタック マスター上にある場合を除き、PAgP または

LACP設定はスタック マスターの変更による影響を受けません。

10
12

39
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スイッチ スタックの詳細については、第 5章「スイッチ スタックの管理」を参照してください。

EtherChannelの設定
ここでは、レイヤ 2およびレイヤ 3ポートに EtherChannelを設定する方法について説明します。

• EtherChannelのデフォルト設定（p.30-10）

• EtherChannel設定時の注意事項（p.30-11）

• レイヤ 2 EtherChannelの設定（p.30-12）（必須）

• レイヤ 3 EtherChannelの設定（p.30-14）（必須）

• EtherChannelロードバランシングの設定（p.30-17）（任意）

• PAgP学習方式およびプライオリティの設定（p.30-18）（任意）

• LACPホットスタンバイ ポートの設定（p.30-19）（任意）

（注） ポートが正しく設定されていることを確認してください。詳細については、「EtherChannel 設定時
の注意事項」（p.30-11）を参照してください。

（注） EtherChannelを設定したあとに、ポート チャネル インターフェイスの設定を変更すると、そのポー
ト チャネル インターフェイスに割り当てられたすべての物理ポートの設定も変更されます。物理
ポートの設定変更では、そのポートのみが変更されます。

EtherChannelのデフォルト設定

表 30-3に、EtherChannelのデフォルト設定を示します。

表 30-3 EtherChannelのデフォルト設定

機能 デフォルト設定

チャネル グループ 割り当てなし

ポート チャネル論理インターフェイス 定義なし

PAgPモード デフォルトなし

PAgPの学習方式 すべてのポートで集約ポート学習

PAgPプライオリティ すべてのポートで 128 

LACPモード デフォルトなし

LACPの学習方式 すべてのポートで集約ポート学習

LACPポート プライオリティ すべてのポートで 32768

LACPシステム プライオリティ 32768

LACPシステム ID LACP システム プライオリティおよびスイッチの

MACアドレス

ロードバランシング スイッチの負荷分散は、着信パケットの送信元 MAC

アドレスに基づいて行われます。
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EtherChannel設定時の注意事項

EtherChannel が正しく設定されていない場合、ネットワーク ループなどの問題を回避するために、

一部の EtherChannelポートが自動的にディセーブルになることがあります。設定上の問題を防ぐに

は、次の注意事項に従ってください。

• Catalyst 3750スイッチ スタックには 12個を超える EtherChannelを設定できません。

• 同じタイプのイーサネット ポートを最大で 8つ備えた PAgP EtherChannelを設定してください。

• 同じタイプのイーサネット ポートを最大で 16 個備えた LACP EtherChannel を設定してくださ
い。最大 8 つのポートをアクティブにしたり、スタンバイ モードにすることができます。ス
イッチがスイッチ スタックに属している場合、LACP EtherChannel内の 16個のポートを同じス
イッチに設定する必要があります。

• EtherChannel内の全ポートが、同じ速度および同じデュプレックス モードで動作するように設
定してください。

• EtherChannelのすべてのポートをイネーブルにしてください。shutdownインターフェイス コン
フィギュレーション コマンドを使用してディセーブル化された EtherChannelのポートは、リン
ク障害として処理され、トラフィックは EtherChannelの残りのポートのいずれかに転送されま
す。

• グループを初めて作成したときは、そのグループに最初に追加されたポートのパラメータ設定
値をすべてのポートが引き継ぎます。次に示すパラメータのいずれかの設定を変更する場合

は、グループ内のすべてのポートに関する設定も変更してください。

－ 許可 VLANリスト

－ 各 VLANのスパニングツリー パス コスト

－ 各 VLANのスパニングツリー ポート プライオリティ

－ スパニングツリーの PortFast設定

• ポートが複数の EtherChannelグループのメンバーにならないように設定してください。

• EtherChannelを、PAgPモードおよび LACPモードの両方に設定しないでください。PAgPおよ
び LACPが稼働している複数の EtherChannelグループを、スタック内の同じスイッチまたは別
のスイッチ上で共存させることができます（クロススタック構成の場合を除く）。各

EtherChannel グループは PAgP または LACP のいずれかを実行できますが、相互運用はできま
せん。

• EtherChannelの一部として Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチド ポート アナライザ）宛先
を設定しないでください。

• EtherChannelの一部としてセキュア ポートを設定したり、その逆の設定を行わないでください。

• EtherChannel のアクティブ メンバーであるポートを 802.1x ポートとして設定しないでくださ
い。EtherChannelのまだアクティブになっていないポートで 802.1xをイネーブルにしても、ポー
トは EtherChannelに加入しません。

• レイヤ 2 EtherChannelの場合

－ EtherChannel内の全ポートを同じ VLANに割り当てるか、またはトランクとして設定して
ください。複数のネイティブ VLANに接続されるポートは、EtherChannelを形成すること
ができません。

－ トランク ポートから EtherChannel を設定する場合は、すべてのトランクでトランキング
モード（ISL または 802.1Q）が同じであることを確認してください。EtherChannel ポート
でトランク モードが統一されていない場合は、予想外の結果を招くことがあります。

－ EtherChannelがサポートする VLANの許容範囲は、トランキング レイヤ 2 EtherChannel内
の全ポートで同じです。VLANの許容範囲が同じでない場合は、PAgPが autoモードまた
は desirableモードに設定されていても、ポートは EtherChannelを形成しません。

－ ポートのスパニングツリー パス コストが異なっていても、他の設定条件に矛盾がなけれ
ば、EtherChannelを形成できます。異なるスパニングツリー パス コストを設定すること自
体は、EtherChannel形成の支障にはなりません。
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• レイヤ 3 EtherChannelの場合は、レイヤ 3アドレスをチャネル内の物理ポートでなく、ポート
チャネル論理インターフェイスに割り当ててください。

• Cross-Stack EtherChannel構成の場合は、channel-group channel-group-number mode onインター
フェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して、EtherChannel の対象となるすべての
ポート上で PAgPおよび LACPをディセーブルにしてください。既存の EtherChannelにスタッ
ク メンバー ポートを追加する前に、チャネル グループのメンバーであるすべてのポート上で
PAgPおよび LACPを手動でディセーブルにし、Cross-Stack EtherChannelを手動で設定してくだ
さい。PAgPおよび LACPは、Cross-Stack EtherChannelではサポートされません。

• Cross-Stack EtherChannelが設定されていて、スイッチ スタックが分割されている場合、ループ
および転送が正しく動作しないことがあります。

レイヤ 2 EtherChannelの設定

レイヤ 2 EtherChannel を設定するには、channel-group インターフェイス コンフィギュレーション

コマンドを使用して、チャネル グループにポートを割り当てます。このコマンドにより、ポート

チャネル論理インターフェイスが自動的に作成されます。

auto または desirable モードのポートで PAgP がイネーブルである場合は、channel-group
channel-group-number mode onインターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用してこの

ポートを onモードに再設定してから、Cross-Stack EtherChannelに追加する必要があります。PAgP

は、Cross-Stack EtherChannelではサポートされません。

active または passive モードのポート上で LACP がイネーブルである場合は、channel-group
channel-group-number mode onインターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用してこの

ポートを onモードに再設定してから、Cross-Stack EtherChannelに追加する必要があります。LACP

は、Cross-Stack EtherChannelではサポートされません。

レイヤ 2 EtherChannelにレイヤ 2イーサネット ポートを割り当てるには、イネーブル EXECモード

で次の手順を実行します。この手順は必須です。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 物理ポートを指定し、インターフェイス コンフィギュレーション

モードを開始します。

有効なインターフェイスは物理ポートなどです。

PAgP EtherChannelの場合、同一タイプ、同一速度のポートを 8つ

まで同一グループに設定できます。

LACP EtherChannel の場合は、同一タイプのイーサネット ポート

を 16個まで設定できます。最大 8つのポートをアクティブにした

り、スタンバイ モードにすることができます。スイッチがスイッ

チ スタックに属している場合、LACP EtherChannel 内の 16 個の

ポートを同じスイッチに設定する必要があります。

ステップ 3 switchport mode {access | trunk}

switchport access vlan vlan-id 

全ポートをスタティック アクセス ポートとして同じ VLAN に割

り当てるか、またはトランクとして設定します。

ポートをスタティック アクセス ポートとして設定する場合は、

ポートを 1つの VLANにのみ割り当ててください。指定できる範

囲は 1～ 4094です。
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EtherChannelグループからポートを削除するには、no channel-groupインターフェイス コンフィギュ

レーション コマンドを使用します。

ステップ 4 channel-group channel-group-number 

mode {auto [non-silent] | desirable 

[non-silent] | on} | {active | passive}

ポートをチャネル グループに割り当て、PAgP または LACPモー

ドを指定します。

channel-group-numberの範囲は 1～ 12です。

modeには、次のキーワードのいずれかを選択します。

• auto ― PAgP デバイスが検出された場合にのみ、PAgP をイ
ネーブルにします。ポートをパッシブ ネゴシエーション ス
テートにします。このステートの場合、ポートは受信した

PAgP パケットに応答しますが、PAgP パケット ネゴシエー
ションを開始しません。

• desirable ― PAgP を無条件でイネーブルにします。ポートを
アクティブ ネゴシエーション ステートにします。このステー
トの場合、ポートは PAgP パケットを送信し、他のポートと
のネゴシエーションを開始します。

• on ― PAgPや LACPを使用せずに、ポートを強制的にチャネ
ル化します。on モードでは、on モードのポート グループが
on モードの別のポート グループに接続されている場合のみ、
EtherChannelを使用することが可能となります。このキーワー
ドは、EtherChannelメンバーがスイッチ スタック（Cross-Stack
EtherChannel）内の別のスイッチに属している場合に、使用す
る必要があります。

• non-silent ― （任意）PAgP対応のパートナーに接続されたス
イッチのポートが auto または desirable モードの場合に、非
サイレント動作を行うようにこのポートを設定します。

non-silentを指定しなかった場合は、サイレントが指定された
ものとみなされます。サイレント設定は、ファイル サーバま
たはパケット アナライザに接続する場合に使用します。この
設定を使用すると、PAgP が動作したり、チャネル グループ
にポートを接続したり、ポートを伝送に使用したりすること

ができます。

• active ― LACP デバイスが検出された場合のみ、LACP をイ
ネーブルにします。ポートをアクティブ ネゴシエーション ス
テートにします。このステートの場合、ポートは LACPパケッ
トを送信し、他のポートとのネゴシエーションを開始します。

• passive ― ポートで LACP をイネーブルにしてパッシブ ネゴ
シエーション ステートにします。このステートの場合、ポー
トは受信した LACP パケットに応答しますが、LACP パケッ
ト ネゴシエーションを開始しません。

スイッチとパートナー間で互換性のあるモードの詳細について

は、「PAgPモード」（p.30-5）および「LACPモード」（p.30-7）を

参照してください。

ステップ 5 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 6 show running-config 設定を確認します。

ステップ 7 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。

コマンド 説明
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次に、スタック内の 1つのスイッチに EtherChannelを設定する例を示します。2つのポートは VLAN

10のスタティック アクセス ポートとして、PAgPモードが desirableであるチャネル 5に割り当て

られます。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface range gigabitethernet2/0/1 -2 
Switch(config-if-range)# switchport mode access
Switch(config-if-range)# switchport access vlan 10
Switch(config-if-range)# channel-group 5 mode desirable non-silent
Switch(config-if-range)# end 

次に、スタック内の 1つのスイッチに EtherChannelを設定する例を示します。2つのポートは VLAN

10のスタティック アクセス ポートとして、LACPモードが activeであるチャネル 5に割り当てら

れます。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface range gigabitethernet2/0/1 -2 
Switch(config-if-range)# switchport mode access
Switch(config-if-range)# switchport access vlan 10
Switch(config-if-range)# channel-group 5 mode active
Switch(config-if-range)# end 

次に、Cross-Stack EtherChannelを設定する例を示します。スタック メンバー 2上のポート 2つと、

スタック メンバー 3 上のポート 1 つは、VLAN 10 のスタティック アクセス ポートとして、PAgP

および LACPモードがディセーブル（on）であるチャネル 5に割り当てられます。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface range gigabitethernet2/0/3 -4 
Switch(config-if-range)# switchport mode access
Switch(config-if-range)# switchport access vlan 10
Switch(config-if-range)# channel-group 5 mode on 
Switch(config-if-range)# exit
Switch(config)# interface gigabitethernet3/0/3 
Switch(config-if)# switchport mode access
Switch(config-if)# switchport access vlan 10
Switch(config-if)# channel-group 5 mode on 
Switch(config-if)# exit

レイヤ 3 EtherChannelの設定

レイヤ 3 EtherChannelを設定するには、ポート チャネル論理インターフェイスを作成し、そのポー

ト チャネルにイーサネット ポートを組み込みます。次に設定方法を説明します。

ポート チャネル論理インターフェイスの作成

レイヤ 3 EtherChannel を設定する場合、まず interface port-channel グローバル コンフィギュレー

ション コマンドを使用し、ポート チャネル論理インターフェイスを手動で作成しなければなりま

せん。次に、channel-groupインターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して論理イ

ンターフェイスをチャネル グループに配置します。

（注） 物理ポートから EtherChannelに IPアドレスを移動するには、物理ポートから IPアドレスを削除し
てから、その IPアドレスをポート チャネル インターフェイス上で設定する必要があります。

レイヤ 3 EtherChannel 用のポート チャネル インターフェイスを作成するには、イネーブル EXEC

モードで次の手順を実行します。この手順は必須です。
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ポート チャネルを削除するには、no interface port-channel port-channel-numberグローバル コンフィ

ギュレーション コマンドを使用します。

次に、論理ポート チャネル 5を作成し、IPアドレスとして 172.10.20.10を割り当てる例を示します。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface port-channel 5
Switch(config-if)# no switchport
Switch(config-if)# ip address 172.10.20.10 255.255.255.0
Switch(config-if)# end 

物理インターフェイスの設定

レイヤ 3 EtherChannelにイーサネット ポートを割り当てるには、イネーブル EXECモードで次の手

順を実行します。この手順は必須です。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface port-channel port-channel-number ポート チャネル論理インターフェイスを指定し、インター

フェイス コンフィギュレーション モードを開始します。

port-channel-numberの範囲は 1～ 12です。

ステップ 3 no switchport インターフェイスをレイヤ 3モードにします。

ステップ 4 ip address ip-address mask EtherChannelに IPアドレスおよびサブネット マスクを割り

当てます。

ステップ 5 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 6 show etherchannel channel-group-number detail 設定を確認します。

ステップ 7 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存し

ます。

ステップ 8 レイヤ 3 EtherChannelにイーサネット ポートを割り当てま

す。詳細については、「物理インターフェイスの設定」

（p.30-15）を参照してください。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 物理ポートを指定し、インターフェイス コンフィギュレーション

モードを開始します。

有効なインターフェイスは物理ポートなどです。

PAgP EtherChannelの場合、同一タイプ、同一速度のポートを 8つ

まで同一グループに設定できます。

LACP EtherChannel の場合は、同一タイプのイーサネット ポート

を 16個まで設定できます。最大 8つのポートをアクティブにした

り、スタンバイ モードにすることができます。スイッチがスイッ

チ スタックに属している場合、LACP EtherChannel 内の 16 個の

ポートを同じスイッチに設定する必要があります。

ステップ 3 no ip address この物理ポートに割り当てられている IPアドレスをすべて削除し

ます。

ステップ 4 no switchport ポートをレイヤ 3モードにします。
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ステップ 5 channel-group channel-group-number 

mode {auto [non-silent] | desirable 

[non-silent] | on} | {active | passive}

ポートをチャネル グループに割り当て、PAgP または LACP モー

ドを指定します。

channel-group-numberの範囲は 1～ 12です。この番号は、「ポート

チャネル論理インターフェイスの作成」（p.30-14）で設定した

port-channel-number（論理ポート）と同じでなければなりません。

modeには、次のキーワードのいずれかを選択します。

• auto ― PAgPデバイスが検出された場合のみ、PAgPをイネー
ブルにします。ポートをパッシブ ネゴシエーション ステート
にします。このステートの場合、ポートは受信した PAgP パ
ケットに応答しますが、PAgP パケット ネゴシエーションを
開始しません。

• desirable ― PAgP を無条件でイネーブルにします。ポートを
アクティブ ネゴシエーション ステートにします。このステー
トの場合、ポートは PAgP パケットを送信し、他のポートと
のネゴシエーションを開始します。

• on ― PAgPや LACPを使用せずに、ポートを強制的にチャネ
ル化します。on モードでは、on モードのポート グループが
on モードの別のポート グループに接続されている場合のみ、
EtherChannelを使用することが可能となります。このキーワー
ドは、EtherChannelメンバーがスイッチ スタック（Cross-Stack
EtherChannel）内の別のスイッチに属している場合に、使用す
る必要があります。

• non-silent ― （任意）PAgP対応のパートナーに接続されたス
イッチのポートが auto または desirable モードの場合に、非
サイレント動作を行うようにこのポートを設定します。

non-silentを指定しなかった場合は、サイレントが指定された
ものとみなされます。サイレント設定は、ファイル サーバま
たはパケット アナライザに接続する場合に使用します。この
設定を使用すると、PAgP が動作したり、チャネル グループ
にポートを接続したり、ポートを伝送に使用したりすること

ができます。

• active ― LACP デバイスが検出された場合のみ、LACP をイ
ネーブルにします。ポートをアクティブ ネゴシエーション ス
テートにします。このステートの場合、ポートは LACPパケッ
トを送信し、他のポートとのネゴシエーションを開始します。

• passive ― ポートで LACP をイネーブルにしてパッシブ ネゴ
シエーション ステートにします。このステートの場合、ポー
トは受信した LACP パケットに応答しますが、LACP パケッ
ト ネゴシエーションを開始しません。

スイッチとパートナー間で互換性のあるモードの詳細について

は、「PAgPモード」（p.30-5）および「LACPモード」（p.30-7）を

参照してください。

ステップ 6 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 7 show running-config 設定を確認します。

ステップ 8 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。

コマンド 説明
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次に、EtherChannelを設定する例を示します。2つのポートは、LACPモードが activeであるチャネ
ル 5に割り当てられます。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface range gigabitethernet2/0/1 -2 
Switch(config-if-range)# no ip address 
Switch(config-if-range)# no switchport
Switch(config-if-range)# channel-group 5 mode active
Switch(config-if-range)# end

次に、Cross-Stack EtherChannelを設定する例を示します。スタック メンバー 2上のポート 2つと、

スタック メンバー 3 上のポート 1 つは、PAgP および LACP モードがディセーブル（on）である
チャネル 5に割り当てられます。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface range gigabitethernet2/0/3 -4 
Switch(config-if-range)# no ip address 
Switch(config-if-range)# no switchport
Switch(config-if-range)# channel-group 5 mode on 
Switch(config-if-range)# exit
Switch(config)# interface gigabitethernet3/0/3
Switch(config-if)# no ip address 
Switch(config-if-range)# no switchport
Switch(config-if)# channel-group 5 mode on 
Switch(config-if)# exit

EtherChannelロードバランシングの設定

ここでは、送信元ベースまたは宛先ベースの転送方法を使用し、EtherChannel のロードバランシン

グを設定する方法について説明します。詳細については、「ロードバランシングおよび転送方式」

（p.30-8）を参照してください。

EtherChannelのロードバランシングを設定するには、イネーブル EXECモードで次の手順を実行し

ます。この手順は任意です。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 port-channel load-balance {dst-ip | 

dst-mac | src-dst-ip | src-dst-mac | 

src-ip | src-mac}

EtherChannelのロードバランシング方法を設定します。

デフォルトは src-macです。

次のいずれかの負荷分散方式を選択します。

• dst-ip ― 宛先ホスト IPアドレスに基づいて負荷分散を行います。

• dst-mac ― 着信パケットの宛先ホストMACアドレスに基づいて
負荷分散を行います。

• src-dst-ip ― 送信元 /宛先ホスト IPアドレスに基づいて負荷分散
を行います。

• src-dst-mac ― 送信元 /宛先ホストMACアドレスに基づいて負荷
分散を行います。

• src-ip ― 送信元ホストIPアドレスに基づいて負荷分散を行います。

• src-mac ― 着信パケットの送信元MACアドレスに基づいて、負
荷分散を行います。

ステップ 3 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 4 show etherchannel load-balance 設定を確認します。

ステップ 5 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存します。
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EtherChannel のロードバランシングをデフォルト設定に戻すには、no port-channel load-balance グ
ローバル コンフィギュレーション コマンドを使用します。

PAgP学習方式およびプライオリティの設定

ネットワーク デバイスは PAgPの物理ラーナーまたは集約ポート ラーナーとして分類されます。物

理ポートでアドレスを学習し、その知識に基づいて伝送を指示するデバイスが物理ラーナーです。

集約（論理）ポートでアドレスを学習するデバイスは、集約ポート ラーナーです。学習方式はリン

クの両端で同一に設定する必要があります。

デバイスとそのパートナーが両方とも集約ポート ラーナーである場合、これらは論理ポート チャ

ネルのアドレスを学習します。このデバイスは EtherChannelのポートのいずれかを使用し、送信元

にパケットを送信します。集約ポート学習の場合、どの物理ポートにパケットが着信するかは重要

ではありません。

PAgPは、パートナー デバイスが物理ラーナーになる時期、論理デバイスが集約ポート ラーナーに

なる時期を自動的に検出することはできません。したがって、物理ポートを使用してアドレスを学

習する場合は、ローカル デバイスに手動で学習方式を設定する必要があります。負荷分散方式を送

信元ベースに設定して、指定された送信元 MACアドレスが常に同じ物理ポートに送信されるよう

にする必要もあります。

グループ内の 1つのポートですべての伝送を行うように設定して、他のポートをホット スタンバイ

に使用することもできます。選択された 1つのポートでハードウェア信号が検出されなくなった場

合は、数秒以内にグループ内の未使用のポートに切り替えて動作させることができます。あるポー

トが常にパケット伝送に選択されるように設定するには、pagp port-priorityインターフェイス コン

フィギュレーション コマンドを使用してプライオリティを変更します。プライオリティが高いほ

ど、そのポートが選択される可能性が高まります。

（注） physical-port キーワードが CLI（コマンドライン インターフェイス）に用意されている場合でも、
Catalyst 3750スイッチは集約ポートでのみアドレス学習を実行できます。pagp learn-methodコマン
ドおよび pagp port-priorityコマンドは、スイッチ ハードウェアに対して無効です。ただし、この
コマンドは、Catalyst 1900スイッチなど物理ポートでのアドレス学習だけをサポートするデバイス
との間で PAgPインターオペラビリティを確立する場合に必要となります。

Catalyst 3750 スイッチとのリンク パートナーが物理ラーナー（Catalyst 1900 シリーズ スイッチな
ど）である場合は、pagp learn-method physical-portインターフェイス コンフィギュレーション コ
マンドを使用して、Catalyst 3750 スイッチを物理ポート ラーナーとして設定することを推奨しま
す。送信元 MAC アドレスに基づいて負荷分散方式を設定するには、port-channel load-balance
src-macグローバル コンフィギュレーション コマンドを使用します。この設定により、送信元アド
レスの学習元である EtherChannel内の同じポートを使用して、パケットが Catalyst 1900スイッチに
送信されます。pagp learn-methodコマンドは、この場合にのみ使用してください。

スイッチを PAgP物理ポート ラーナーとして設定し、バンドル内の同じポートがパケット送信用と

して選択されるようにプライオリティを調整するには、イネーブル EXECモードで次の手順を実行

します。この手順は任意です。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 伝送ポートを指定し、インターフェイス コンフィギュレー

ション モードを開始します。
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プライオリティをデフォルト設定に戻すには、no pagp port-priorityインターフェイス コンフィギュ

レーション コマンドを使用します。学習方式をデフォルト設定に戻すには、no pagp learn-method
インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用します。

LACPホットスタンバイ ポートの設定

LACPがイネーブルの場合、チャネル内に最大数の LACP対応ポートを設定しようとします（最大

16ポート）。同時にアクティブにできる LACPリンクは 8つのみです。これ以上のリンクはソフト

ウェアによってホットスタンバイ モードになります。アクティブ リンクの 1 つが非アクティブに

なると、代わりにホットスタンバイ モードになっているリンクがアクティブになります。

EtherChannelグループに 8リンクより多く設定されている場合、LACPプライオリティに基づいて、

アクティブにするホットスタンバイ ポートがソフトウェアによって自動的に決定されます。ソフト

ウェアは LACPが動作するシステム間のリンクごとに、次の要素（プライオリティ順）からなる一

意のプライオリティを割り当てます。

• LACPシステム プライオリティ

• システム ID（LACPシステム プライオリティとスイッチMACアドレスの組み合わせ）

• LACPポート プライオリティ

• ポート番号

プライオリティを比較する場合、値が小さいほどプライオリティは大きくなります。ハードウェア

の制限により互換性のあるポートの一部を集約できない場合は、プライオリティによって、スタン

バイ モードにする必要があるポートが決定されます。

ステップ 3 pagp learn-method physical-port PAgP学習方式を選択します。

デフォルトでは、aggregation-port 学習が選択されています。
これにより、EtherChannel 内のいずれかのポートを使用して、

パケットが送信元に送信されます。集約ポート学習の場合、ど

の物理ポートにパケットが着信するかは重要ではありません。

物理ラーナーである別のスイッチに接続するには、

physical-port を選択します。port-channel load-balance グロー
バル コンフィギュレーション コマンドは、必ず src-mac に設
定してください（「EtherChannel ロードバランシングの設定」

[p.30-17]を参照）。

学習方式はリンクの両端で同一に設定する必要があります。

ステップ 4 pagp port-priority priority 選択したポートがパケット伝送用として選択されるように、プ

ライオリティを割り当てます。

priority の範囲は 0～ 255です。デフォルト値は 128です。プ

ライオリティが高いほど、ポートが PAgP伝送に使用される可

能性が高まります。

ステップ 5 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 6 show running-config

または

show pagp channel-group-number internal

設定を確認します。

ステップ 7 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存しま

す。

コマンド 説明
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ポートは、リンクのプライオリティ順に（プライオリティが最大のリンクに接続されたポートが最

初）、集約内でアクティブになるとみなされます。各ポートは、それ以前に選択されたポートのプ

ライオリティの高さが変更されない場合に、アクティブに選択されます。それ以外の場合、ポート

はスタンバイ モードに選択されます。

LACPシステム プライオリティおよび LACPポート プライオリティのデフォルト値を変更して、ソ

フトウェアによるアクティブおよびスタンバイ リンクの選択方法を変更できます。詳細について

は、「LACPシステム プライオリティの設定」（p.30-20）および「LACPポート プライオリティの設

定」（p.30-20）を参照してください。

LACPシステム プライオリティの設定

lacp system-priorityグローバル コンフィギュレーション コマンドを使用して、LACPで使用可能な

すべての EtherChannelにシステム プライオリティを設定できます。各 LACP設定チャネルにはシス

テム プライオリティを設定できません。この値をデフォルトから変更すると、アクティブおよびス

タンバイ リンクの選択方法を変更できます。

ホットスタンバイ モードのポートを確認するには、show etherchannel summaryイネーブル EXEC

コマンドを使用します（ホットスタンバイ モードのポートには Hポート ステート フラグが付加さ

れます）。

LACPシステム プライオリティを設定するには、イネーブル EXEC モードで次の手順を行います。

この手順は任意です。

LACP システム プライオリティをデフォルト値に戻すには、no lacp system-priority グローバル コ

ンフィギュレーション コマンドを使用します。

LACPポート プライオリティの設定

すべてのポートは、デフォルトで同じポート プライオリティに設定されています。ローカル シス

テムのシステム プライオリティおよびシステム ID の値がリモート システムよりも小さい場合は、

LACP EtherChannelポートのポート プライオリティをデフォルトよりも小さな値に変更して、最初

にアクティブになるホットスタンバイ リンクを変更することができます。ポート番号が小さなホッ

トスタンバイ ポートほど、先にチャネル内でアクティブになります。ホットスタンバイ モードの

ポートを確認するには、show etherchannel summaryイネーブル EXECコマンドを使用します（ホッ

トスタンバイ モードのポートには Hポート ステート フラグが付加されます）。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 lacp system-priority priority LACPシステム プライオリティを設定します。

priorityの範囲は1～65535です。デフォルト値は32768です。

値が小さいほど、システム プライオリティは高くなりま

す。

ステップ 3 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 4 show running-config

または

show lacp sys-id

設定を確認します。

ステップ 5 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存し

ます。
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（注） LACPが互換性のあるすべてのポートを集約できない場合（たとえば、リモート システムのハード
ウェア上の制限など）、EtherChannel にアクティブに含められないすべてのポートはホット スタン
バイ ステートとなり、チャネル ポートのいずれかが故障した場合のみ使用されます。

LACPポート プライオリティを設定するには、イネーブル EXECモードで次の手順を行います。こ

の手順は任意です。

LACPポート プライオリティをデフォルト値に戻すには、no lacp port-priorityインターフェイス コ

ンフィギュレーション コマンドを使用します。

コマンド 説明

ステップ 1 configure terminal グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface interface-id 設定するポートを指定し、インターフェイス コンフィギュ

レーション モードを開始します。

ステップ 3 lacp port-priority priority LACPポート プライオリティを設定します。

priorityの範囲は 1～ 65535です。デフォルト値は 32768です。

値が小さいほど、ポートが LACP伝送に使用される可能性が高

まります。

ステップ 4 end イネーブル EXECモードに戻ります。

ステップ 5 show running-config

または

show lacp [channel-group-number] internal

設定を確認します。

ステップ 6 copy running-config startup-config （任意）コンフィギュレーション ファイルに設定を保存しま

す。
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EtherChannel、PAgP、および LACPステータスの表示
EtherChannel、PAgP、および LACPステータス情報を表示するには、表 30-4に記載されたイネーブ

ル EXECコマンドを使用します。

PAgPチャネルグループ情報およびトラフィック カウンタをクリアするには、

clear pagp {channel-group-number counters | counters}イネーブル EXECコマンドを使用します。

LACPチャネルグループ情報およびトラフィック カウンタをクリアするには、

clear lacp {channel-group-number counters | counters}イネーブル EXECコマンドを使用します。

出力内の各フィールドについては、このリリースのコマンド リファレンスを参照してください。

表 30-4 EtherChannel、PAgP、および LACPステータスを表示するためのコマンド

コマンド 説明

show etherchannel [channel-group-number {detail | port | 
port-channel | protocol | summary}] {detail | load-balance | 

port | port-channel | protocol | summary}

EtherChannel情報を簡潔、詳細に、1行のサマリー形式で表

示します。さらに、ロードバランスまたはフレーム分散方

式、ポート、ポート チャネル、プロトコル情報も表示しま

す。

show pagp [channel-group-number] {counters | internal | 
neighbor}

トラフィック情報、内部 PAgP設定、近接情報などの PAgP

情報を表示します。

show lacp [channel-group-number] {counters | internal | 

neighbor}

トラフィック情報、内部 LACP設定、近接情報などの LACP

情報を表示します。
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